
すべての母親たちが、妊娠・出産を無事に迎えられるように―。
モンゴル中央県と友好関係を結んでいる鳥取県は、

現地の医師や助産師と共に、妊産婦ケアの改善に取り組んでいる。

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

　「
今
日
は
腰
痛
を
防
ぐ
た
め
の
体
操
を
し

ま
す
。
ま
ず
は
四
つ
ん
這
い
に
な
っ
て
、
息

を
吐
き
な
が
ら
、
腰
の
あ
た
り
を
上
下
さ
せ

て
み
ま
し
ょ
う
」

　
モ
ン
ゴ
ル
の
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
か
ら

南
へ
約
30
キ
ロ
。
中
央
県
ゾ
ー
ン
モ
ド
市
に

あ
る
中
央
県
中
央
病
院
の
一
室
。
産
婦
人
科

医
や
助
産
師
が
、
出
産
予
定
日
ま
で
２
週
間

と
な
っ
た
妊
婦
た
ち
に
体
操
を
教
え
て
い

る
。
日
本
で
い
う
〝
母
親
学
級
〞
だ
。

　
妊
娠
中
の
気
分
転
換
の
方
法
や
健
康
を
維

持
す
る
た
め
の
食
事
指
導
な
ど
が
学
べ
る
母

親
学
級
は
、
妊
産
婦
が
妊
娠
・
出
産
の
知
識

を
高
め
る
良
い
機
会
。
モ
ン
ゴ
ル
で
は
ま
だ

一
般
的
で
は
な
い
が
、
こ
こ
、
中
央
県
中
央

病
院
で
は
毎
週
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

日
本
の
あ
る
地
方
自
治
体
が
、
彼
ら
と
共
に
、

母
子
医
療
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
た
証

し
。
そ
れ
が
鳥
取
県
だ
。

　
鳥
取
県
議
会
団
の
モ
ン
ゴ
ル
訪
問
を
き
っ

か
け
に
、
鳥
取
県
と
モ
ン
ゴ
ル
中
央
県
の
交

流
が
始
ま
っ
た
の
は
１
９
９
７
年
。
農
業
や

行
政
分
野
で
の
協
力
に
始
ま
り
、
99
年
か
ら

は
保
健
医
療
分
野
に
も
活
動
を
広
げ
て
い

る
。「
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
県
の
方
針

に
掲
げ
る
中
央
県
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
の
で

す
」
と
、
鳥
取
県
文
化
観
光
局
交
流
推
進
課

の
横
地
義
照
さ
ん
。
鳥
取
県
立
中
央
病
院
の

循
環
器
科
、
神
経
内
科
、
産
婦
人
科
な
ど
で

医
師
を
受
け
入
れ
、
研
修
を
通
し
て
技
術
指

導
を
行
っ
て
き
た
。

　
交
流
10
周
年
を
迎
え
た
２
０
０
７
年
に

は
、
保
健
医
療
分
野
で
の
交
流
を
さ
ら
に
強

化
す
る
こ
と
を
約
束
。
鳥
取
県
立
中
央
病
院

の
医
師
・
看
護
師
に
よ
る
現
地
視
察
を
経
て
、

２
０
１
０
年
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協

力
事
業
を
通
じ
て
「
モ
ン
ゴ
ル
中
央
県
・
中

央
病
院
に
お
け
る
妊
産
婦
の
健
康
管
理
向
上

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
の

『
予
防
』『
発
見
』『
治
療
』
の
技
術
移
転
〜
」
を

行
う
こ
と
に
な
っ
た
。「
現
地
の
医
療
レ
ベ

ル
を
鳥
取
県
の
医
療
関
係
者
に
〝
生
〞
で
確

認
し
て
も
ら
い
、
鳥
取
県
と
し
て
何
が
で
き

る
か
を
考
え
ま
し
た
」
と
横
地
さ
ん
は
話
す
。

　
モ
ン
ゴ
ル
の
10
万
人
当
た
り
の
妊
産
婦
死

亡
率
は
、
日
本
と
比
べ
て
約
10
倍
。
そ
の
原

因
と
し
て
多
い
の
は
、
妊
娠
高
血
圧
症
候
群

に
よ
る
も
の
だ
。
胎
盤
へ
の
血
流
障
害
や
血

圧
の
上
昇
、
腎
臓
の
障
害
な
ど
に
よ
り
、
母

体
の
み
な
ら
ず
、
胎
児
に
も
発
育
障
害
を
与

え
て
し
ま
う
。

　
こ
の
事
業
を
推
進
し
て
き
た
鳥
取
県
立
中

央
病
院
副
院
長
の
皆
川
幸
久
医
師
は
、「
妊

娠
中
の
食
生
活
を
改
善
す
れ
ば
、
妊
娠
高
血

圧
症
候
群
は
あ
る
程
度
予
防
で
き
る
。
ま
ず

は
お
母
さ
ん
た
ち
に
正
し
い
知
識
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
話
す
。
さ
ら

に
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
、
症
状
を
悪
化
さ

せ
な
い
よ
う
に
治
療
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

「
し
か
し
、
中
央
県
で
は
超
音
波
診
断
装
置

の
使
用
法
な
ど
、
基
本
的
な
知
識
が
不
足
し

て
い
た
た
め
、
適
切
な
診
断
が
行
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
」。

　
そ
こ
で
、
産
婦
人
科
医
や
助
産
師
の
診
断
・

治
療
の
医
療
技
術
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
鳥

取
県
立
中
央
病
院
の
医
師
と
助
産
師
が
モ
ン

ゴ
ル
中
央
県
へ
。
県
内
の
医
療
関
係
者
を
対

象
に
講
習
会
を
開
催
し
、
超
音
波
診
断
装
置

や
胎
児
心
拍
数
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装
置
の
正
し

い
使
用
法
を
指
導
し
た
。「
最
初
は
戸
惑
う
人

も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
ま
ず
は
基
本
か
ら

と
、
一
つ
一
つ
指
導
し
て
い
き
ま
し
た
。
す

る
と
少
し
ず
つ
、
超
音
波
診
断
で
胎
児
の
大

き
さ
の
推
定
や
、
子
宮
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
の

様
子
を
診
断
す
る
技
術
な
ど
が
身
に
付
い
て

い
っ
た
の
で
す
」
と
皆
川
医
師
は
振
り
返
る
。

　
さ
ら
に
力
を
入
れ
た
の
は
、
中
央
県
で
妊

産
婦
ケ
ア
を
推
進
す
る 

〝
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
〞

と
な
る
医
師
や
助
産
師
の
育
成
だ
。
中
央
県

中
央
病
院
の
産
婦
人
科
長
や
中
央
県
助
産
師

会
長
な
ど
を
鳥
取
県
立
中
央
病
院
に
受
け
入

れ
、
３
年
連
続
で
約
１
カ
月
間
の
研
修
を
実

施
。
帝
王
切
開
の
手
術
や
婦
人
科
の
診
察
を

視
察
す
る
な
ど
、
日
本
の
医
療
現
場
に
生
で

触
れ
て
経
験
を
積
ん
だ
。
こ
の
時
得
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
、
今
で
は
彼
ら
自
身
が
、
中

央
県
の
医
療
関
係
者
へ
の
講
習
会
や
妊
産
婦

を
対
象
に
し
た
母
親
学
級
の
開
催
を
リ
ー
ド

し
て
い
る
。

　「
鳥
取
県
と
の
交
流
を
通
じ
て
、

一
人
で
も
多
く
の
モ
ン
ゴ
ル
の
妊

婦
さ
ん
が
健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産

め
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
ん
な
に

う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
横
地
さ
ん
。
鳥
取
県
が
は
ぐ
く

む
モ
ン
ゴ
ル
で
の
人
づ
く
り
が
、

中
央
県
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
生
命

を
支
え
て
い
る
。

モ
ン
ゴ
ル
に
根
付
く

医
療
支
援
を
目
指
す

妊
産
婦
を
守
る〝
人
〞を
育
て
る

面積3,507㎢。人口約59万人。県
庁所在地は鳥取市。日本海を挟ん
で対岸に位置する韓国、中国、モン
ゴル、ロシアなどの北東アジア地域
との交流に力を入れる。1994年から
同地域の地方自治体の首長が一堂
に会し、共に発展していくために「北
東アジア地域国際交流・協力地方
政府サミット」を開催。また、農業、医
療、行政などの分野で開発途上国
からの研修員の受け入れも実施して
いる。

鳥取県

28モンゴルのお母 さんを支える人づくり

鳥取県立中央病院で、人形を使いながら
新生児のケア方法を学ぶバトムンフ・ゲレ
ルマー助産師

鳥取県立中央病院で新生児の沐浴法を学ぶサンダグ・トゥグスバヤル医師（右）とドゥゲルドルジ・ゲレルマー助産師（中央）

鳥取県立中央病院の池野慎治医
師がモンゴル中央県に派遣され、
医師や助産師に超音波診断装置
の使い方を指導

鳥取県立中央病院で、胎児の健康管理に欠か
せない胎児心拍数モニタリング装置の使用法
などを実習で学ぶ

鳥  取  県

鳥取県での研修で学んだことをモンゴルに持ち帰り、妊産婦を対象に
母親学級が定期的に開催されるようになった

鳥取県

もく よく
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